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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 本県のハイブリッドカラーの夏秋出し栽培では、生育中に軟腐病による球根腐敗が発生しやすいた
め、切り花終了後の再利用球根の確保が問題となっている。このため、産地では球根腐敗の防止が重
要な課題となる。これまでに土壌水分が過湿にならないようにし、地温をできるだけ低く管理することによ
って球根腐敗の発生を抑制できることが明らかになった。このことから、実用的な栽培方法として、パイ
プハウス内で高畝を設置すること及び地下水を利用して地温を抑制した簡易隔離床を設置することによ
り球根腐敗を軽減できることを明らかにした。

(1) パイプハウス利用による高さ25cm程度の高畝栽培では、土壌水分がpF2.0～2.2程度の過湿
にならない条件に管理できる（図１、図２）。

(2) 高畝栽培を行うことによって球根の軟腐病の発生が少なくなる（表１）。

(3) 地下水利用による地温を抑制した簡易隔離床栽培は、軟腐病の発生しやすい品種でも球根
腐敗を抑えることができる（図３、表２）。

２ 期待される効果

・パイプハウス利用による高畝栽培および簡易隔離床栽培では、球根腐敗を軽減することができ安
定生産が可能となる。 
・球根の再利用率が高まることによって経営が安定する。

３ 適用範囲

 カラー栽培地域

４ 普及上の留意点

(1) かん水管理は、土壌水分を確認しながら行うこと。

(2) 高畝栽培は、地温の上昇を防止するため敷きわら等を行うこと。

(3)
簡易隔離床栽培は、地下水利用が可能な条件で軟腐病の発生しやすい赤色系品種へ導入すると
効果が高い。

(4)
赤色系品種においても軟腐病の発生程度には差があるので栽培方法の選択にはその点を考慮す
ること。
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